
ソリューショントークをベースとした 
教育相談 

～保護者とともに～

島根大学特別授業　R3・July

島根県スクールカウンセラー 
　　　玉　木　　敦

スクールカウンセラーって何
する人？

ソリューショントーク 
と 

解決志向（マインド）

Q:いつも宿題をしてこない子が 
「先生、宿題を忘れました。」 
A：(                           )

Q：保護者からいつものように難しい要望が電話で寄せ
られました。 
（A）「うわー、大変だねぇ。確かにあの人は困った人
だよね～」 
（B）「うわー、大変だったねぇ。確かにあの人には
困ったところもあるよね～」

原因 問題 解決

学校に行き
たくない原
因は？

原因を取り除
けば学校へ行
くだろう

学校に行く 
↓ 

解決？

　
　



原因 問題 解決

学校に行き
たくない原
因は？

お休みするこ
とで、どんな
解決があるの
だろう

ペアレントトレーニングとは？

ペアレントトレーニングとは、保護者の方々が子どもと
のより良いかかわり方を学びながら、日常の子育ての困
りごとを解消し、子どもの発達促進や行動改善を目的と
した保護者向けのプログラムです。


元々、知的障害や自閉症などの子どもをもつご家族を対
象に、1960年台にアメリカで開発されました。



ペアレントトレーニングの目的

「親子の穏やかな時間が増えること」

「今できていること」をほめると、子どもは頑張れる

「親がしてほしい行動」を強要しない

できそうな日にやってみる(余裕がある時に)

信頼感

ペアレントトレーニングとして行っている主な内容

望ましい行動の発見 
にこにこ日記 
スペシャルタイム 
こっそり記録 

不適切な行動への対処（分類・ABC) 
CCQテクニック 

予告　選択　〇〇したら～できる 
行動計画表（環境調整） 
無視とコンプリメント 
ご褒美とペナルティー

２回目面接 

小さな変化が 

・読書時間が長くなっている。 
・親子の会話が多くなった。 
（寝るときに母と話す時間も） 
・「ひまだ」の連発 
・休みの日に同級生が遊びに来てくれた 
→ ありがたい。本人も嬉しそう。 
・校長先生からの電話 
・散歩　←　「ストレス発散」

にこにこ日記　発動 



３回目面接 

「先生、ここのところ状態が悪いです」 

・図書館に本を借りに行っても車から降りる事ができない。 
・学校での眼科検診　車から降りることはできたが大泣き。 
・今までなかった「母親のそばで休みたがる」 
・今まで行っていた外出（買い物など）ができなくなった。 
・校長先生からの電話 
・散歩　←　「ストレス発散」

外在化　発動 
ABC分析 

外在化技法

人　　

行動　

受容　

指導　

４回目面接 

「本人の安心感・安定感が高まっているように感じます」 
「涙が出ることが少なくなりました」 

・「外に出よう」を親子で決める。 
・個人懇談　→養護教諭との遊び 
・「給食を食べに行ってみようかな」 
・同級生と遊びの約束 
・放課後　校長先生との面談 

行動記録表 



５回目面接 

「３学期になって学校へ行くタイミングを伺っているようで
す」 

・「給食を食べに行ってみようかな」（親の反応「ふーん」） 
・毎日の朝の決め事で、起きる時間、制服への着替えをする
ように 
・宿題、運動への取り組み 

→ 給食登校、図書館登校、放課後登校

まとめ 
・小さな変化が大きな変化を創る 
・解決は未来で待っている 

未来時間を構築するお手伝いをするだけ、解決志向マインドを育てよう

リライト 未
来

過
去


